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看護科　継灯式を終えて（撮影：二葉写真館）



川崎学園 女子
学生寮

ってどんなとこ
ろ？

このはな寮
　学生の住まい

というと、どのよ
うなところを想

像されるでしょう
か。

　本学の敷地内
には2019年に

開寮したばかり
の学生寮があり

、

医療福祉職を目
指す多くの仲間

と集団生活を行
うことができま

す。安心・安全
な学生寮は、学

生にとって経済
面や心身の健

康面でも支えと
なり、協調性や

コミュニケーシ
ョン力といった

社会人としての
能力を身につけ

る貴重な空間と
なります。

　今回の特集で
は、そんな学生

寮の様子を学生
の生の声を交え

てご

紹介します。 

2019 年10月に新築開寮！

　このはな寮のおすすめの場所は、2 階にあるパブリックバスです。実家に
いるときは、月に 1回は温泉に行くほど温泉が大好きな私でも納得できるの
が、このはな寮のお風呂です。
　このはな寮には、和風の「瀬音の湯」と洋風の「木漏日の湯」の二つの
パブリックバスがあります。和風のお風呂は、脱衣所が畳仕様になっており、
お風呂場は木の魅力を堪能できる板張り天井で、側面と床には趣きのある
タイルが施されています。洋風のお風呂は、湯船が大きくグランドピアノの
ような形をしていて、和風のお風呂とは異なった色合いのタイルが施されて
います。
　私は、洋風のお風呂の広い湯船にゆったりとつかって、リラックスするの
が好きです。平日は、講義が終わった後に夕食を食べ、お風呂に入ります。
その時はいつも友人と「今日、どっちに入る？」と相談をして、その日の気
分によって入るお風呂を選んでいます。友人とおしゃべりをしながら、湯船
につかって身体を温めることで、1 日の疲れを癒やしています。休日は、平
日よりも早い時間にお風呂に入ります。時間帯によっては貸し切り状態とな
るため、誰にも気兼ねなく入浴でき、とてもリラックスできます。お風呂場
前のスペースには自動販売機や大きなテレビが設置されており、お風呂上が
りに冷たいジュースを飲みながら、テレビを見て一休みすることもおすすめ
です。

（看護科2年　秋葉 幸美）

充実した設備
このはな寮の魅力 その❶

パブリックバス（洋風）

パブリックバス（和風）

パブリックバス以外
にも各フロアには
個室シャワーブースも
完備しているよ♪

　このはな寮は、本学の敷地内というとても便利な環境にあります。入学後は、
寮生同士の仲が深まり、そこから本学の他の人たちへと友人の輪が広がってい
くと思います。私も、入学してすぐは知り合いもおらず不安でしたが、近くの部
屋の人から仲良くなり、本学の他の人たちへと交友関係が広がりました。
　また、勉強で困ったことがあれば、友人が近くにいるためにすぐに尋ねるこ
とができます。試験勉強はお互い切磋琢磨しながら行え、周りの友人が勉強し
ているので良い刺激となり、自然とやらなくてはならない気持ちになります。私
自身も、試験の時期には友人同士で問題を出し合い、励まし合ってモチベーショ
ンを高めていました。
　以前、寝坊をしてしまった時には、寮の友人が起こしてくれて間に合った経験
があります。病院実習が始まると一層朝が早くなり、夜は毎日レポートに追われ
ます。川崎医科大学附属病院も近くにあるおかげで通学時間も短縮でき、寮生
で良かったと痛感しました。寮の食堂で食事をすることができるため、栄養をしっ
かりとりながら、毎日睡眠を7時間とって実習に臨めました。
　寮は 1 人部屋のため、プライバシーがしっかり確保でき、ゆったりと過ごせ
ます。共同スペースのコミュニケーションルームでは、友人同士のちょっとした
パーティーなどが開けます。カフェコーナーや畳の敷かれた和室「松丘の間」
などでは、おしゃべりをしたり、お菓子を食べたりして楽しいひとときを過ごす
ことができます。共同生活を経験できる点も学生寮のメリットであり、実家や一
人暮らしではできない体験や学びが多くあると思います。

（看護科2年　朝原 愛梨）

便利な立地と友人との時間
このはな寮の魅力 その❷

　このはな寮の私の一番好きな場所は、各階にあるラウンジです。ラウンジ
にはソファとテレビがあり、窓から見える景色を眺めながらくつろぐことがで
きます。同じ階の学生と一緒にテレビを見ることもできるため、流行りのドラ
マをみんなで見て盛り上がるなどして楽しい時間を過ごすことができていま
す。
　次に好きな場所は、1 階のカフェコーナーです。コンビニエンスストアが目
の前にあるためとても便利で、なおかつ落ち着くインテリアと壁の色合いで、
勉強にも集中できる環境になっています。ここでは、寮生以外の学園の友達
も交えて話をしたり、家族とも団らんをすることができます。
　カフェコーナーのすぐ近くにあるレストランにはパン屋もあります。寮生は
このレストランで、栄養バランスの良いおいしい食事を毎食とることができま
す。特に私は朝のサラダバーがお気に入りで、一人暮らしで野菜不足になりや
すいところをしっかりと補うことができています。さらに和食と洋食を選択でき
るため、食事に飽きることなく毎朝しっかり食べて大学に行くことができます。
夕食も豊富なメニューから選ぶことができ、毎日、何を食べるか楽しみにして
います。昼はランチメニューがあるため、昼休みには本学の友人と食べに行く
ことができます。充実した食生活のおかげで、学生生活をよりすてきなものへ
と変えることができています。

（看護科2年　野村 律月）

快適な生活環境
このはな寮の魅力 その❸

川崎医療短期大学
への通学も楽 ♪々
所要時間
徒歩3分！

コンビニエンスストアと
食堂は通学している学生も

利用できます♪

特 集

「このはな」とは
梅の木の別名で、
寮名の由来です。
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いるときは、月に 1回は温泉に行くほど温泉が大好きな私でも納得できるの
が、このはな寮のお風呂です。
　このはな寮には、和風の「瀬音の湯」と洋風の「木漏日の湯」の二つの
パブリックバスがあります。和風のお風呂は、脱衣所が畳仕様になっており、
お風呂場は木の魅力を堪能できる板張り天井で、側面と床には趣きのある
タイルが施されています。洋風のお風呂は、湯船が大きくグランドピアノの
ような形をしていて、和風のお風呂とは異なった色合いのタイルが施されて
います。
　私は、洋風のお風呂の広い湯船にゆったりとつかって、リラックスするの
が好きです。平日は、講義が終わった後に夕食を食べ、お風呂に入ります。
その時はいつも友人と「今日、どっちに入る？」と相談をして、その日の気
分によって入るお風呂を選んでいます。友人とおしゃべりをしながら、湯船
につかって身体を温めることで、1 日の疲れを癒やしています。休日は、平
日よりも早い時間にお風呂に入ります。時間帯によっては貸し切り状態とな
るため、誰にも気兼ねなく入浴でき、とてもリラックスできます。お風呂場
前のスペースには自動販売機や大きなテレビが設置されており、お風呂上が
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とができます。試験勉強はお互い切磋琢磨しながら行え、周りの友人が勉強し
ているので良い刺激となり、自然とやらなくてはならない気持ちになります。私
自身も、試験の時期には友人同士で問題を出し合い、励まし合ってモチベーショ
ンを高めていました。
　以前、寝坊をしてしまった時には、寮の友人が起こしてくれて間に合った経験
があります。病院実習が始まると一層朝が早くなり、夜は毎日レポートに追われ
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　寮は 1 人部屋のため、プライバシーがしっかり確保でき、ゆったりと過ごせ
ます。共同スペースのコミュニケーションルームでは、友人同士のちょっとした
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担任から卒業生へ

看護科　3年担任
阿部 裕美 

　ご卒業おめでとうございます。卒業は一人で成し得たものではなく、人・物・自然などさまざまなものに支えられな
がらこの日を迎えられたことを忘れないでください。
　皆さんは、ここからまた新たなスタートラインに立ち、看護専門職者としての第一歩を踏み出そうとしています。ど
のような夢や希望を持って始めようとしていますか。これから先、わくわくすることよりも、悩んだり逃げ出したいと
感じることのほうが多いかもしれません。自分の進むべき道がわからなくなった時や迷った時には、立ち止まり、初
心を思い出してみてください。きっと、進むべき方向性は見つかります。
　初めの一歩は小さいかもしれませんが、自分らしく、自分の力を信じて果敢に挑戦し続けてください。大いに活躍
されることを願っています。

看護科　3年担任
福武 まゆみ 

　ご卒業おめでとうございます。看護師を目指して入学し、看護の基礎となる知識を身につけ、また、実習を乗り越
えて大きく成長した皆さんの姿を目にすることができ、とてもうれしく、誇りに思います。4月からは、それぞれの道
に向かって進んでいきます。うれしいことや辛いことなど、さまざまなことが皆さんを待ち受けています。皆さんは、
期待と不安でいっぱいだと思います。
　野球のイチロー選手は、「壁というのは、できる人にしかやってこない。超えられる可能性がある人にしかやってこ
ない。だから、壁がある時はチャンスだと思っている」と言っています。看護師として働いていく中で、壁にぶつかる
こともあるでしょう。その時は、この言葉を思い出して頑張ってください。本学で学んだ皆さんは、必ず壁を乗り越え
られると信じています。でも、辛くなったらいつでも相談に来てくださいね。皆さんのご活躍をお祈りしています。

医療介護福祉科　2年担任
熊谷 佳余子

　ご卒業おめでとうございます。この1年間担任として7期生の皆さんと過ごし、多くの学びと楽しい思い出ができまし
た。ありがとうございました。
　これから介護のプロフェッショナルとして働かれる皆さんには、「自分を大切に、そして、相手をもっと大切に」であっ
てほしいです。介護福祉士として相手の立場で考えられるからこそ「想いに寄り添うこと」ができるのではないでしょ
うか。どんな時も周りを見ることや感じることの大切さ、そして誰に対しても相手のことを気遣える優しさと心からの
笑顔を忘れないでほしいです。
　2年間本学で学んだ介護の知識や技術、そして社会人としてのマナーやモラルを生かして、これからの輝かしい未
来を歩んでください。7期生の皆さんのご活躍を心からお祈りしています。

栄えある
受賞者

令和元年度卒業証書・学位記授与式は3月14
日に挙行され、「学業成績優秀で、品行がすぐ
れ、他の学生の模範とするに価する」と認めら
れた学生に『学長賞』と『学科賞』が贈られます。

年間キラリ賞は、大学生活のこの1年、医療福祉人として勉学にも社会活動にも
キラリと頑張りを見せた学生に贈られます。

【学長賞】�全卒業生のうち、特に優れた学生であると認め
られた場合に表彰されます。

【学科賞】各学科から1人が表彰されます。

学科賞

医療介護福祉科
志　 夏海

看護科
梅本 侑莉

学長賞

看護科
木　田 遼子

年間キラリ賞表彰 学生表彰

医療介護福祉科
竹林 博美

看護科
永井 花歩

看護科
奥田 裕子

看護科
澄田 祐華

看護科
奥田 裕子

日本私立
看護系大学協会

会長表彰

医療介護福祉科
原 瑞希

日本介護福祉士
養成施設協会

会長賞
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担任から卒業生へ／栄えある受賞者／年間キラリ賞表彰／学生表彰
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　11月9日（土）に、看護科の継灯式が本学200号大講義室で
挙行されました。多数の保護者の方にもご参加いただき、会場
は満席となりました。
　式典では、2年次生135人が、一人ひとりナイチンゲール像か
ら看護の灯火を受け継ぎ、キャンドルの明かりの中でナイチン
ゲール誓詞を唱和しました。名木田 恵理子副学長から、「看護
師は傷ついた人々に最期まで寄り添い続ける人であり、皆さん
の心の中に受け継がれたこの灯を大切にしてほしい」との言葉

をいただきました。岡田 みどり看護科主任からは、「実習では知識と技術に加え、常識的・倫理的な判断と行動
が必要です。感謝の気持ちを忘れず実習に臨んでください」との話がありました。本学科卒業生で川崎医科大学
附属病院勤務の高谷 恵理さんからは、「先輩として知識や技術を伝えることは喜びであるので、臆することなく
声をかけてください。実りある実習となることを期待しています」と、今後の実習に向けた心構えや激励の言葉を
いただきました。最後に、学生代表の秋葉 幸美さんが、「今日の熱い思いと感動を忘れず、前向きに努力をして、
患者さんの白衣の天使になれるよう精進していきます」と、看護の道に進む決意を述べました。
　11月末から始まる基礎看護学実習Ⅱ（初
めて患者さんを受け持ち看護実践する実
習）を前に、看護に携わる者としての責任
を自覚し、看護の道に進む決意を新たにす
る式典となりました。 （看護科　太田 栄子）

継灯式／令和元年度第2回公開講座〈学園祭同時開催〉報告

　講師の坂上 英子さんは本学の卒業生で、現在は川崎医科大学附属病院の看
護副主任としてご活躍されています。講演では看護師の経験を生かして、むくみ
の発生や予防法を中心にわかりやすく説明されました。途中のむくみ解消体操
では、参加者は積極的に手足を伸ばしたり体を動かしたりしてむくみを軽減させ、
体が軽くなるのを実感していました。最後には、一般の方からむくみで病院にか
かりたいが何科を受診したらよいのか等の質問があり、具体的なアドバイスがあ
りました。また講座に参加した本学看護科1年生からは「実際にむくみがある患
者さんは病棟によくいらっしゃるので
すか」との初々しい質問があり、丁
寧に答えていただきました。本学学
生にとっては卒業生の先輩を近くで
感じながら、患者さんや看護をイメー
ジするよい機会になったようです。
 （看護科　黒田 裕子）

　10月20日（日）に、公開講座「足のむくみの原因と対策について」
を松丘会（本学同窓会）との共催で行いました。当日は、学内外から
91人のご参加がありました。

公開講座〈学園祭同時開催〉報告令和元年度 第2回

看護科トピックス

継灯式



　8月9日（金）に、川崎医科大学総合医療センター
で介護チャレンジセミナー「どれくらい知ってるかな？ 
かいごのこと」を開催しました。これは、中学生・高
校生およびその保護者を対象として、介護の魅力を
多くの人に知ってもらい、「介護のイメージが変わる」
ことを目的とした企画です。大学病院で働く医療介
護福祉士の仕事紹介、医療介護福祉士が実際に働
いている回復期リハビリテーション病棟の見学、ベッ
ド上での介護体験、介護に関するクイズなどが行な
われました。参加した中学生からは、自立を支援す

る介護福祉士
の仕事のやり
がいがわかっ
た、 患者さん
の想いを大切
にする最も身近な存在であることがわかったなど、介
護福祉士のイメージが変わったという感想が多くあり
ました。次回は3月25日（水）に同様のセミナーを計
画しています。詳細は本学ホームページをご覧くださ
い。ぜひ、ご参加ください。

　10月16日（ 水 ）
から12月12日（木）
の期間、川崎医
科大学総合医療
センターにおいて、
職業体験学習が

行なわれました。岡山市内7校の中学校から参加が
あり、それぞれ3 ～ 4日間、回復期リハビリテーショ
ン病棟で医療介護福祉士の職業について体験しても
らいました。当日は、総合医療センターの医療介護
福祉士と本学の医療介護福祉科の教員がサポーター
となり、「患者とのコミュニケーション」「高齢者疑似

体験から患者の気持ちを考える」「ボディメカニクス
を活用した介護技術体験」等の講義、演習を行いま
した。その後、講義の学びを生かして、実際に患者
さんに接してもらいました。この経験を通じて、医療
介護福祉士が患者さんとのかかわりで大切にしてい
ることや、患者さんにとっても医療介護福祉士にとっ
ても身体的負担を軽減でき、安全・安楽に介護を行
う方法などを伝えることができました。カンファレン
スにも参加して、チーム医療のメンバーとしての医療
介護福祉士の役割についても学んでもらいました。
この中から未来の医療介護福祉士が誕生することを
願います。

　1月11日（土）に、令和元年度実習事例報告会が
開催されました。これは、医療介護福祉科の最終学
年2年生が最後の学外実習で受け持った利用者の介
護過程についてまとめ、その過程を報告するもので
す。約5週間の実習中に、担当利用者のことを知りた
い、利用者の望む生活とは何か、それに近づくため
にどうすればよいのかなど、実習指導者からの助言
をもとに、真剣に利用者と向き合った過程を振り返り、
分りやすくスライドにまとめました。
　実習施設の指導者にもご出席いただき、実習中の
学生の様子や学生の介護計画へのご意見、実習後

の利用者の様
子も伺うこと
ができました。
また、来年に
は自身が発表
することになる
1年生からも活発な質問があり、有意義な会となりま
した。報告会を通して、利用者のことを知り、利用
者一人ひとりに合った個別ケアを行うことの大切さを
改めて感じ、それぞれの理想の介護福祉士になるこ
とを誓いました。

 （医療介護福祉科　山田 順子）

事例報告会

川崎医療短期大学 広報誌 NO.1065

事例報告会／介護チャレンジセミナー開催／令和元年度中学生職業体験

介護チャレンジセミナー開催
「どれくらい知ってるかな？ かいごのこと」

医療介護福祉科トピックス

中学生職業体験令和元年度
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新任職員紹介 11月から本学の仲間になった
職員を紹介します。

　数年前まで医科大学の医局に勤務しておりましたが、11
月から本学の事務室に参りました。久々の仕事復帰でわか
らないことも多いのですが、学生さんや教職員の方々のお
力になれるよう頑張りたいと思っています。よろしくお願
いいたします。

田中 都美　事務室　事務員

学友会活動／新任職員紹介／FD・SD研修報告／Best�Activity�Award

　FD・SD委員会
では、1月6日（月）
に、松本 明美教
務部長を講師に、
次年度に向けた

「シラバス研修会」
を開催しました。
シラバスは各授業
科目の詳細な授業計画であり、学生が各授業科目の準備
学習等を進めるための基本となるものです。シラバスの意
義や体系的な教育課程の構築について学ぶとともに、次
年度の変更点や注意点の説明を受けました。
　そのほかにも、より良い教育が実現できるよう、種々の
研修会を開催しました。川崎医療福祉大学の荒谷 眞由
美教授による「プレゼンテーション研修会」と、熊野 一
郎准教授による「双方向型授業研修会」では、効果的
な講義のありかたについて学びました。太田 栄子准教授
による「患者接遇マナーセミナー報告会」では、温かな
思いやりの心を伝えるためのマナーの基礎を学びました。
ほかにも、川崎医療福祉大学との共催のFD・SD研修会
を行いました。
　今後も、様々な内容を取り入れながら、研修を継続し
ていく予定です。 （FD・SD委員会　桝本 朋子）

FD・SD研修報告

　川崎学園祭に向け
て学友会の団結力を
高めるため、9月11日

（水）に総社でバー
ベキューを行いまし
た。学年に関係なくみんなで協力して作業し、仲が深まり
ました。台風接近のため途中何度か雨が降りましたが、一
人ひとりが率先して行動することができました。この経験を
生かして学園祭を無事に成功させることができたと思いま
す。 （令和元年度学友会委員長　看護科2年　佐藤 涼香）

　川崎学園祭に向け
て10月5日（土）に地
域清掃活動を行い、
学 生34人、教員1人
が参加しました。天
候に恵まれ、色々な
種類のゴミを拾い分別しました。この活動で環境美化への
意識がさらに高まり、みんなと協力して活動できたとても素
晴らしい経験となりました。近隣の皆様にも気持ちよく学園
祭に来ていただけて、学園祭の成功にもつながったと思い
ます。ご協力くださった方々に心より感謝申し上げます。
 （令和元年度学園祭実行委員長　看護科2年　三宅 百香）

特色ある活動によって教育・研究・学内外活動に
顕著な成果を上げた教員及び教職員グループに対する顕彰

Best Activity Award

　本学では、毎年、教
育・研究・大学運営・社
会貢献の4領域において

「教員活動評価」を実施
し、著しく高い評価を
受けた教員を顕彰して
います。顕彰は、原則と
して毎年度の教員活動
評価をもとに行い、学科主任及び関係委員会の委員長が構
成する顕彰選考委員会での審議を経て、学長が決定します。
　今年度は、看護科の林 千加子教授、医療介護福祉科の
居村 貴子講師が顕彰されました。林教授は、紀要編集委員
会委員長等の重責を担うとともに、学生教育において格段の
功績がありました。居村講師は、学生教育に加え研修会及
び公開講座で中心的役割を果たし、学科運営面でも貢献さ
れました。いずれも職位（評価対象年度はそれぞれ准教授、
助教）を超えての高い活動実績が評価されたものであります。
　林教授、居村講師に対しては、令和2年1月23日（木）の
教職員会議において学長から賞状及び副賞が贈呈されまし
た。今後、さらに多く教職員が意欲的に活動し、本顕彰を
受けられることを期待しています。

研修旅行

清掃活動

▲雨でも楽しかった研修旅行

▲学園祭前の清掃活動

新役員紹介

　皆さん、こんにちは。学友会
委員長を務めることになりました

樋口 三紗です。不慣れなことが多く不安ではあります
が、できる限り頑張りますので、1年間よろしくお願い
いたします。スポーツ大会や学園祭をはじめとするイベ
ント以外でも、学友会一同、学生の良き見本となれる
ように精一杯頑張ります。皆さまのご協力をよろしくお
願いいたします。
 （令和2年度学友会委員長　看護科1年　樋口 三紗）

▲学友会新役員

▲学友会委員長

学 友 会 活 動

▲左から居村先生・林先生
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主要行事（3月〜7月）

3月 14日 卒業証書・学位記授与式

4月

1日 新入生オリエンテーション（～7日）
3日 入学式
〃 協助会総会
6日 看護科3年臨地実習開始（～ 9/18）
7日 新入生健康診断
11日 川崎学園入学時合同研修

5月
13日 医療介護福祉科2年介護実習Ⅲ開始（毎週水曜）（～7/15）
16日 スポーツ大会
23日 オープンキャンパス

6月

1日 学園創立記念日
2日 医療介護福祉科1年介護実習Ⅰ開始（毎週火・水曜）（～ 7/1）
6日 川崎学園創立50周年記念行事
13日 第3回川崎学園市民公開講座（本学担当）
21日 3校合同オープンキャンパス

7月 26日 3校合同オープンキャンパス 　
編　集　後　記

　2019年は、「令和」という新しい時代が始まった年です。本学も、新学長就任、新
学科主任就任、新学生寮の開寮と、新体制がスタートした一年でした。今号は「新」
のつく出来事のなかで、本学敷地内に新築された川崎学園学生寮「このはな寮」につ
いて、入寮者レポートを特集しました。食事やセキュリティ面の安全・安心な生活はも
ちろんのこと、寮内の交流スペースを利用して充実した学生生活を送っていることが
感じられました。学園創設者 川㟢祐宣先生の願いである「梅の花のような人」、控え
めながらも凛とした医療福祉人として将来活躍されることを期待しています。
　そして2020年は、川崎学園が創立50周年を迎える年です。その記念事業の一環と
して岡山キャンパスが整備され、2022年から本学の新校舎として利用される予定です。
創設者の想いを継承し、これからさきもかわらぬ思いで良き医療福祉人を育成する本
学の「新時代」について、次号以降でご紹介しようと思います。
　最後になりましたが、ご多忙にもかかわらず本誌へのご執筆をいただいた皆さまに
厚く御礼申し上げます。 （事務室　石原 律子）

　蛍光灯を半分消灯、PDFの活用、徒歩。川崎エコアクションの原稿の依頼を受けて浮か
んだのはこの3点でした。部屋の窓際に机を置いていますので、晴れの日は全消灯、曇りや
雨の日は半消灯といった具合です。本学の廊下も半消灯になっているため、その趣旨にも合っ
ているかもしれません。2点目は事務作業において電子ファイルを活用する点です。PDFと電
子メールをさらに活用することで、紙媒体の使用頻度を低下させることです。Word、Excel
といったアプリで作成したファイルを鍵付きPDFでやり取りできれば、スマートフォンやタブ
レットで受信・返信が可能です。大量配布書類はすべてPDF化することで、省紙化できる
と思います。最後に、先日のCOP25の議題も顧みて、グレタさんのような少女に指摘される
前に、大人が自らエコのために休車日を設けて自分の筋肉を使ってみるのはいかがでしょう。
省エネのみならず各自の骨と筋肉を活用することで、健康寿命を延長し「若きいのち」を保
つのによいかもしれません。 （医療介護福祉科　平口 鉄太郎）

地球温暖化対策ワーキンググループだより
三つの
提案

NO. 45

アクション川崎

2020年度 推薦入試前期結果
試験日：10月26日（土）　 合格発表：11月1日（金）

看護科 医療介護福祉科 計
募集人員（人） 20 20 40
志願者数（人） 26 4 30
出願倍率（％） 1.3 0.2 0.8
合格者数（人） 14 4 18

2020年度 推薦入試後期結果
試験日：【A日程】11月25日（月） 合格発表：12月4日（水）
 【B日程】11月26日（火）

看護科 医療介護福祉科
計

A B A B
募集人員（人） 15 5 20
志願者数（人） 63 53 1 1 118
出願倍率（％） 7.7 0.4 （平均）

5.9
合格者数（人） 49 40 1 1 91

2020年度 AO入試前期入試結果
試験日：8月24日（土） 合格発表：8月30日（金）

看護科 医療介護福祉科 計
募集人員（人） 35 30 65
志願者数（人） 65 7 72
出願倍率（％） 1.9 0.2 1.1
合格者数（人） 41 6 47

2020年度 AO入試後期入試結果
試験日：9月28日（土） 合格発表：10月4日（金）

看護科 医療介護福祉科 計
募集人員（人） 15 10 25
志願者数（人） 35 2 37
出願倍率（％） 2.3 0.2 1.5
合格者数（人） 19 2 21

2020年度 センター試験利用入試結果
試 験 日：1月30日（木）・1月31日（金）
合格発表：2月8日（土）

看護科 医療介護福祉科 計
募集人員（人） 3 2 5
志願者数（人） 22 0 22
出願倍率（％） 7.3 0 （平均）

4.4
合格者数（人） 3 0 3

2020年度 一般入試前期結果
試験日：【A日程】1月30日（木） 合格発表：2月8日（土）
 【B日程】1月31日（金）

看護科 医療介護福祉科
計

A B A B
募集人員（人） 30 8 38
志願者数（人） 73 57 2 3 135
出願倍率（％） 4.3 0.6 （平均）

3.6
合格者数（人） 53 42 1 1 97

2020年度 一般入試後期結果
試験日：2月22日（土） 合格発表：2月28日（金）

看護科 医療介護福祉科 計
募集人員（人） 2 5 7
志願者数（人） 15 1 16
出願倍率（％） 7.5 0.2 2.3
合格者数（人） 8 1 9

公  開  講  座令和2年度

第3回　川崎学園市民公開講座

講座名：「いい息 生き生き 健康ライフ―呼吸の大切さ教えます―」
日　時：令和2年6月13日（土）14：00～16：00
会　場：くらしき健康福祉プラザ�5Fプラザホール�倉敷市笹沖180
講演内容：「呼吸のしくみと働き�―肺も年をとる？―」熊野�一郎（本学�看護科�准教授）
　　　　「息苦しさ、それは病気のサイン？」桝本�朋子（本学�看護科�教授）
　　　　「知ってほしい呼吸リハビリテーション」
� 池本�信洋（川崎医科大学附属病院�ICU・CCU看護主任（呼吸療法認定士））
　　　　「いい息で、心も体もリラックス」掛屋�純子（本学�看護科�准教授）
お問い合わせ先：学校法人川崎学園�総務部総務課
� 〒701-0192�岡山県倉敷市松島577��TEL�086-462-1111
※参加無料、申込不要、無料駐車場あり

第1回　公開講座

講座名：「VR（バーチャル・リアリティ）から認知症の人の「世界」を体験  
 ～新たな寄り添い方をみつけよう～」
日時：令和2年9月5日（土）10：00～12：00
会場：川崎医科大学総合医療センター�川㟢祐宣記念ホール
講師：居村�貴子（本学�医療介護福祉科�講師）
お問い合わせ先：川崎医療短期大学�公開講座係
� 〒701-0194�岡山県倉敷市松島316��TEL�086-464-1032
� FAX�086-463-4339��Eメール�koukai@jc.kawasaki-m.ac.jp
※参加無料、申込要

第2回　公開講座

講座名：「「ヒートショック」を防ごう ～我が家は大丈夫？冬のお風呂場での突然死～」
日時：令和2年10月18日（日）10：00～11：30
会場：川崎医療短期大学�体育館�102教室
講師：岡田�みどり（本学�看護科�教授）
お問い合わせ先：川崎医療短期大学�公開講座係
� 〒701-0194�岡山県倉敷市松島316��TEL�086-464-1032
� FAX�086-463-4339��Eメール�koukai@jc.kawasaki-m.ac.jp
※参加無料、申込不要


